社会学研究科 平成21年度「キャリアデザインの場としての大学院プログラム」

若手研究者研究活動助成（ワークショップWS2）
共同推進者実施報告書
★各共同推進者は、自身の記入済み報告書をＷＳ責任者に渡してください。
	1. 報告書提出年月日　　　　　　　　　平成　　　年　　　月　　　日

	2. 報告者　（本ワークショップの共同推進者となった院生）

	フリガナ
氏　名
	
	専    攻

学籍番号
	

	住　所
電　話
Email
	

	ワークショップ題目
	

	本ワークショップ
責任者氏名
	

	本ワークショップ

評価教員氏名
	

	報告者の役割分担
	


	3. ワークショップ報告　　（2頁中、1頁目）
以下の諸項目について、2頁以内の分量で具体的かつ簡潔に記載してください。(1)WSにおいて共同推進者本人が果たした具体的役割（準備、WS、事後手続きを含む期間全体について、いつ、どこで、どのようなことを行ったかを、WS責任者が作成した報告書中の「(2)WS全体に係わる活動記録」との関係が明確に分かるように具体的に記載すること。とくに、共同推進者本人の行った活動内容・分担が明確に分かるように、責任者・他の共同推進者の行った活動との違いが明らかになるように記載して下さい）、(2)WS実現が報告者個人の研究にもたらした成果や反省点、今後への展望、 (3) WS実践で獲得したスキル等の具体的内容、企画実践力強化という目的達成に関する自己評価、 (4)その他(本プログラムへの要望等)。なお、記入内容の一部を本プログラムの成果としてウェブサイトに掲載します。

	


	3. ワークショップ報告　　（2頁中、2頁目）

	


	4. 評価書

	評価教員氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	評価教員へのお願い：WS責任者と共同推進者の全報告書をWS責任者から受け取ってください。それを踏まえ、共同推進者と面談の上、以下の諸点について記入してください。(1) WS責任者が事前に提出したWS計画書と比較した上での、評価を求める共同推進者の参画状況の具体的評価（a.事前準備の計画性、b.実施運営の適切性、ｃ.学術貢献への配慮、ｄ.成果報告の適切性など）、(2)共同推進者の研究基盤充実や研究活動を考慮した場合の本WS参加の意義と評価、(4)その他。本評価書は単位認定の際の資料となりますので、参加者ひとりひとりに関し個別に作成して下さい。最後に下記の表に評価（○）を記入し、コメントもお書き下さい。評価書は報告者に渡さず、直接事務室に提出してください。提出されたWS報告書および評価書の内容をもとに、本プログラムのねらいとの適合性、活動の適切性、報告書自体の明晰性・整合性等を基準に、プログラム担当者が成績評価を行います。

	１　非常に優れている

２　優れている

３　普通

４　やや不十分である

５　不十分である

①準備過程への貢献

②ワークショップでの担当業務の遂行

③本人の研究基盤充実への貢献

④最終報告書への貢献

コメント：



